
  

 
  

 
 

 
 
 
 

  相続税額の２割加算                    

Ｑ：相続税では、財産をもらう人によって

税金が高くなる制度があるそうですが、どの

ようになっているのですか？ 

                                              

Ａ：２割加算になる人がいます。 

【解説】 

相続税には、相続税額の２割加算という制

度があり、相続又は遺贈により財産を取得し

た者が被相続人の一親等の血族及び配偶者以

外の場合に相続税額を２割増しにすることと

なっています。 

この場合の一親等の血族には、被相続人の

父母や子が該当しますが、被相続人の直系卑

属である者がその被相続人の養子となってい

る者は含まないこととされています。 

したがってたとえば、被相続人の子の配偶

者や配偶者の連れ子が、被相続人の養子にな

っているような場合は、子の配偶者や配偶者

の連れ子は２割加算の対象になりませんが、

孫が養子になっている場合には、相続税の２

割加算の対象となります。 

ただし、被相続人の子が被相続人の相続開

始以前に死亡し、又は相続権を失ったため、

孫が子の代襲相続人となっている場合は、相

続税の２割加算の対象とはならないこととな

っています。 

なお、相続人が、相続を放棄した場合には、

相続人であっても２割加算の対象になること

とされています。 
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